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第39次南極地域観測隊の概要
澁 谷 和 雄
第39次南極地域観測隊は,越冬隊40名,夏隊18名の総
計58名及びオブザーバー6名 からなる.平均年齢は越冬
隊,夏 隊ともに35才であ り,最年少は21才(夏)及び23
才(冬)で ある.越 冬隊に2名,オ ブザーバー学生を含
め夏に2名,合 計4名 の女性隊員が参加 している.ま た,
おそらく隊の歴史上初めてのケースとして消防士を職業
とする人が参加 している.
観測船 「しらせ」は,平成9年11月14日東京港を出港
し,オース トラリアのフリーマントル港を経て,海上重
力,地 磁気,大 気微量成分,海 洋物理化学,生 物等の船
上観測 を行いつつ12月上旬南極圏にはいる.東 経86度,
南緯60度付近で中層フロー トを放流 し,東経72度,南緯
63度の国際観測定点で昨年の復路に回収できなかったセ
ディメン トトラップを回収するとともに新たな トラップ
を係留するなど海洋生物調査を実施する.12月中旬にア
ムンゼン湾に寄り,ト ナー島に地学調査隊(オ ブザーバ
ー含めて6名 ,物資約17トン)を送 り込む.12月下旬 に
は,第 一便,夏 期建設準備作業等の隊員と物資を昭和基
地へ,ま た内陸 ドーム旅行隊(4名,物 資約30トン)を
S16へ空輸す る.
平成10年1月には,昭和基地への本格空輸を行い,総
計約960トンの物資 を輸送するとともに,第2居 住棟,通
路棟,予 備食冷凍庫の建設,汚 水処理棟内部工事,太 陽
光発電設備工事等の夏期建設作業を行う.昭和基地夏期
観測の大 きなオペ レーションとしては回収気球実験(合
計3機 打ち上げ2機 回収),水素メーザーを含んだVLBI
観測装置の立 ち上げ,第1HFレ ーダーアンテナ撤去作業
などがある.1月 下旬 には基地の引き継 ぎを行い,2月
1日を目処に第38次隊との越冬交代 を行 う.
蟻 ときりぎりすの物語ではないが,観 測隊の成否は夏
期オペレーションをいかにうまく乗 り切 り,冬篭もりに
入れるかに依存する.別表に掲げる通 り,39次隊の作業
宇宙塵採集)調査や基準点測量が
予定 されている.ド ームふ じ観測拠点は手順書に基づい
て38次との引き継ぎを兼ねて閉鎖作業を行うことになる.
「しらせ」の昭和基地離岸後の東経50度からの東航測
線では,停船による海洋観測を継続実施する.甲板上で
のプランクトン培養実験 も計画 されている.東経150度線
に至 った後は北上し,　XBTやXCTDの集中観測を実施し
た後,3月 中旬に南極圏を離れる.シ ドニー港への入港
は3月21日の予定である.
39次隊では ドー ムふ じ観測拠点越冬がないので40名す
べてが昭和基地滞在 となる.気 象(5名),電 離層(1
名),潮汐(兼 務)の 定常観測を引き続き継続するととも
に,宙 空(3名),気 水圏(4名),地 学(6名)の プロ
・ジェクト及びモニタリングの研究観測 を行 う.生物医学
系越冬隊員はいないが,必 要最低限の医学観測,環 境モ
ニタリングは実施したい.
越冬期に入 ってもリュッォ ・ホルム湾沿岸域において
小規模の地学調査旅行(地 震,　GPS,地質)を 実施する
ほか,海 氷上での海洋観測 も適宜実施す る.越冬明けに
は,や まとベルジカ山脈域において3カ 月にわたる明石
探査旅行を実施するほか,S16～みずほ基地間のルート
上においてペ ネトレーター試験観測,浅 層掘削ボーリン
グの小旅行を行う.さ らに,ド ームふじ観測拠点 までの
往復旅行により,ルー ト沿いでの雪氷調査,拠 点でのフ
ィルンエアサンプリング,ボ ー リング孔検層を実施する
予定である.
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第39次 隊 夏期オペ レー シ ョン主要項 目
気象
気水圏
?
?
?
?
海洋物理 ・化学
大気混濁度観測
中層 フロー トプイ,大 気微量成分モニ タリング
エア ロゾル観測、海氷 ビデオ,　XBT
重力,地 磁気3成分測定(8の字走行)
表面海水モニ タリング,海 色衛星受信 、係留系設置(国 際定点)、
各層採水 、ネ ット採集、海中光測定
採水、　CTD停船観測、　XBT・XCTD、　漂流ブイ、　XCP,　海底
地形調査(プ リンスオラフ海岸沖)
気水圏 リュツォ ・ホルム湾海氷調査
生物 ペ ンギ ン生態調査(ラ ングホブデ袋浦)
地学 広帯域地震計+GPS基台設置(ス カー レン、ス トランニッパ、
オメガ岬、ラングボブデ袋浦)
沿岸裸氷域宇宙塵採集(オ メガ岬、向岩)
測地　GPS、　重力、地磁気観測(ス カー レン、ス トランニ ッパ、
スカルブスネス、ラングホブデ雪鳥沢)
3昭 和基地
4内 陸
5輸 送
一[
夏期観測
越冬準備
気水圏
海洋物理 ・化学
生物
測地
宙空
E
ドームふ じ観測拠点
カー ドル配置、仮小屋組み、中型気球放球、クライオジェニ ック
サ ンプラー及びグラブサ ンプラー(合 計3機)放 球 ・回収
潮汐副標観測、潮流観測
氷上海洋観測(crD等)
GPS連続観言則
第IHFレーダーアンテナ撤去 、第2HFレーダー補修、
MFレーダー設置場所調査
気象 反射放射観測装置の設置、 ドプソン分光光度計交換
電離層 電離層観測機及びアンテナの更新 、調整
地学 水素 メーザ一新地震計室搬入、　VLBI設備設置(衛 星受信棟)
フリンジテス ト(2月上旬の48時間〉
超伝導重力計ヘ リウム液化充填 ・オーバーホール
宙空　HFレーダー保守
西オングルテレメー ター拠点保守
建築 第2居 住棟の建設、予備食冷凍庫建設、通路棟建設、
旧通路解体
機械 第2居住棟設備、発電機OHと 撤去、太陽光発電装置の設置、
夏宿設備、管理棟冷凍機、金属 タンク　(IOOkl、　25kl)　の設置
環境保全 汚水処理棟 内部工事、焼却炉更新、生ゴ ミ処理機設置
通信 引 き継 ぎ業務、　HFアンテナ保守
医療 医療施設点検
調理 食料の搬入
型アンテナ アンテナ駆動系点検、受信システム運用 局更新、 コリメー ショ
ン調整(西 オングル島)
その他 昭和基地LAN点検 ・整備
S16 --=
気水圏 浅層 コア掘削/フ ィルンエアサンプリング、深層コア検層
ルー ト沿い雪尺測定 ほか雪氷観測
気象 ロボッ ト気象計維持
測地　GPS測定
大 型 雪 上 車　(SMIOOS,SM40S)、　 ク レー ン トラ ッ ク 、 大 気 球 ロ ー ラ ー 車 、
2ト ン ダ ンプ 、 振 動 ロ ー ラ ー 、 フ ォ ー ク リ フ ト、 カ ブ ー ス ・ソ リ5
台 、 ス ノ ー モ ー ビル6台 、　IOOklアル ミ タ ン ク、25klアル ミ タ ン ク 、
汚 水 処 理 棟 内 部 設 備 、 太 陽 光 発 電 装 置 、 ク ロ ー ラ ー ダ ンプ 、
水 素 メ ー ザ ー 、 焼 却 炉 、 生 ゴ ミ処 理 機 、 建 設 資 材
W軽 油420kl、JP5100kl'
観 測 機 材 、 装 備 、燃 料 、 食 糧 、 建 設 資 材 、焼 却 式 トイ レ
観 測 機 材 、 装 備 、食 糧
観 測 機 材 、 装 備 、燃 料 、 食 糧
南 極 軽 油 ドラ ム 、航 空 ガ ソ リ ン ド ラ ム 、 一 部 建 設 資 材
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環境保護議定書の調印を受けて,40次隊か らは正式に
環境庁に確認申請を行 うことになるが,39次隊において
も南極活動全体について申請書 を用意することになって
いる.環境庁からは初めて夏のオブザーバーも参加する.
南極条約の趣旨に従 って,昭 和基地において年間を通 じ
て廃棄物処理 を行い環境の保全に努める必要がある.準
備段階からなるべ くゴミを出さない工夫が必要であり,木
枠梱包を減 らすため,今 回総数90の鉄製折 り畳み式コン
テナー(中段ボール8つ が入る)を 用意 している.室 内
焼却で きない固形廃棄物は原則,国 内に持ち帰って処分
することになる,
基地建物の立て替え建設が39次で一段落するため,取
り壊 し作業がすぐ始まるが,持 ち帰 り廃棄物は100トン以
上になるだろう,オペレーション形態が変わらぬ限り,南
極観測 も高度成長は望めず,否 応なく構造改革が求めら
れることになる.
(筆者:第39次南極地域観測隊長,国立極地研究所南極圏環境● モ ニ タ リ ン グ研 究 セ ンター 教授)
第9回COMNAP/SCALOP会合
白 石 和 行
第9回 南極観測実施責任 者評議 会(COMNAP)及 び南
極 の設営及 び行動 に関す る常 置委員会(SCALOP)は 南
アフリカ共和 国ケー プタウンの リッッ ・イン会議場で,8
月25日から29日までの間 に開かれ,加 盟29か国の うち22
か 国が 出席 した,わ が国 か らは本研究所 の平澤威男所長
と筆者 が参加 した.本 会議 は南アが新 しい政治体制 にな
ってか ら初めて ケープ タウンで開催 される国際会議 とい
う話で あった.
会期 の初 日と後半 にCOMNAP/SCAI.OPの合同会議 を
もち,間 にそれぞれの全体会議 と作 業委員会 を開いた.開
かれた作業委員会 は,1>航 空 オペ レー シ ョン,2)ハ
ン ドブ ック,3)船 舶 オペ レーシ ョン,4)環 境マ ネジ
メン ト,5)電 子情 報,6)観 光 旅行,7)シ ンポジウ
ム,8)東 南極航 空網 であ り,私 たちは この うち,1>,
3),4),8)に 出席 した,今 回の会合の焦点 であ った
以下の三点 を中心 に報告 する.
ATCM膳定書の賠償責任付属書への対処
ATCM議定書の賠償責任付属書への対処 について,
SCALOPでも現場で対処す る際 の問題 を考慮 して,
E　Chang議長による草稿をもとに検討 した.被 害を与え
た場合は原状に回復させねばならない,と いう法律家グ
ループの要求は一見単純であるが,実 行は難 しいという
のが共通認識である,さ らに,要 求が過大に過 ぎると国
際協力体制そのものを脅かすおそれがあることが強調 さ
れた.今 後とも粘 り強 く折衝 していかざるを得ないとい
う結論であった,
緊急時対処計画 と救難 活動
COMNAPの 運営 委員 会か ら,　SCALOPに対 し,1)
緊急 時対処計 画の作成,2)船 舶 オペ レー シ ョンの作業
委員会 の設 立が求め られた.緊 急 時対 処計 画はこれ まで,
油漏れ事故の ように,環 境保護の面で語 られて きたが,よ
り広い意味 での安全管理 の問題が重点 的に取 り上げ られ
る ようにな った.
船舶 オペ レー ション作業委員会 は国際海事機構(IMO)
か らの要請によ り,船 舶の安全 の指針 として,　Polar　Code
の草稿 を作 成す るため に と りあげ られた もので,作 業委
員 会メ ンバ ー国 を決 めた.次 回のATCM会 合 まで に草稿
を完成 させ るほか,以 下 の3地 域で活 動 している国 々の
問で,船 舶 オペ レー シ ョンの緊急時対 処計 画を作成す る
こ とにな った.
1)南 極半島地域(英 国,チ リ,ア ルゼ ンチ ン)
2)ロ ス海地域(米 国,イ タリア,ニ ュージーラ ン ド)
3)ブ リッツ湾地域(オ ー ス トラリア,中 国,ロ シア)
救難活動 に関 しては新 たに作業委 員会(オ ース トラ リ
ア,南 ア,チ リ,ニ ュー ジー ラ ン ド,ア ルゼ ンチ ン)が
作 られ,次 回の会合 までに,各 国 の救 難機 関(コ ー ス ト
ガー ド等)が,南 緯60°以南 で展 開する(で きる)救 難
活動 に 関 して調 査す る こ とにな った.ま た,1992年に
COMNAP/SCALOPが 作成 した一連 のガ イ ドライ ンに
沿 って,す べての 国が それぞれの 緊急時対処計 画 を作 る
よう強 い要請が ある とともに,そ の計 画 に基 づいた実 地
訓練の励行 が強調 された.隊 員へ の教育 と訓練 に関連 し
て,イ タリアが音頭 を とって,隊 員 への安全 訓練 に関す
る調査 を行 って いる.オ ース トラ リアか らは,隊 員 の訓
練修了証 と して,「パスポー ト」 を作 ったことが紹 介 され
た,
東南極航空網
航空 オペ レーシ ョン作業委員 会で は,東 南 極航空網 の
開設 に向けて新 たな動 きがあ った ことが紹 介 され た,な
お,オ ブザ ーバ ー と して,民 間の ア ドベ ンチ ャー ネ ッ ト
ワー ク(ANI,カ ナ ダ),POLUS　(ロシア)が 参加 した.
1.東 南極航空網 について は,以 下 のよ うなサ ブグルー
プの この一年間の活動報告 がV.　Klokovからなされた,
・昨年10月に,北 京 にお いて,ロ シア と中 国,オ ー ス
トラ リアの3国 で滑走路の建設 に向 けての協 力 に関
す る覚書が調 印 された.
・これ を受けて,今 年7月 にロシアと中国,お よびPOL
US社 はマ ラジ ョー ジナヤか らブリッツ湾 に滑 走路 建
設機 材 を輸送 し,工 事 を始 め ることの覚 書 に調 印 し
た,順 調 に行 けば,1999/2000年シー ズンか ら滑走路
の使 用が可能 となろ う.
・日本 とロ シア と協力 して,昭 和基地 付近での滑 走路
建設可能性 についての研究 が進 められてお り,こ れ
に関連 して,ロ シアと 日本 の 間で滑 走路 の可 能性 調
査 の協 力に関する覚書が調印 された.
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2.　ANIよ り,ノ ボ ラザ レフスカや付 近の青氷上 の滑走
路(ブ ルー1)を 利用 した昨 シーズ ンの飛行 の紹 介が
な された.東 経59か ら35°までのあ いだの20個所 の
青 氷地域 を検討 し,や まと山脈 を含 む4個 所 の滑 走路
設定可 能地域 を選定 した.来 シーズ ンには東経50°ま
での区域 の調査 を行 う.
3.青 氷上の滑 走路 の維持方 法が話題 とな り,経 験 のあ
る国々(米,英,チ リ,ロ シア,　ANI)が 報告 を提 出
す るこ とになった.
4.ま た,本 委員会のあ と,東 南 極航空網 サブ グルー プ
(ロシア,オ ー ス トラ リア,日 本,フ ラ ンス,中 国)
が 開かれた.以 下の ような議論 があ った.
lLil'llli,ロシア,中 国,オ ース トラ リアは ラルスマ ン
ヒルズの国際滑走路 の建設に向けて努力す る.
・オース トラ リアは,滑走路が完成 したら,ホ バー トか
らの デモ フライ トを実 施する ことを提案 した(1999年
10月を予定).
・ロシアは今後 数年以 内にマラ ジ ョージナや基地 を閉
鎖 し,ブ リッツ湾の プログ レス基地 に主力 を移す こ
とにな った.こ れは,中 国,オ ー ス トラリア と共同
で,同 地 に滑走路 を建設維持 するの に都 合が良 い と
いう事情 もあるのだろ う.
以 上の ように,東 南極航空網 につい て,ロ シア と中国
が積 極的 な反 面,オ ース トラ リアは この好機 に もか かわ
らず 財政難か らあ ま り大 きな役割 を果 たせ ない とい うジ
レンマが感 じられた,い っぽ う,民 間企業 の積極性が 目
覚 ま しく,い よい よ本格的 に南 極の航空 ビジ ネスが台頭
して きた とい う感 じを持 った.
我 が国の東南極航 空網へ の取組 み と しては,1)昭 和
基地 付近の氷雪上 に滑走路が建 設可能か どうかの現地 調
査 を早急 に行 い,2)そ の結果 に よ り,国 際 線滑走路 を
設置 するか,あ るいはス キー付 き小 型機 によ りノボ ラザ
レフスカヤや ラルスマ ンヒルズ とい った,国 際線滑走路
との 間を結ぶ かの 選択 をす るこ とが重要 であ る.い ず れ
にせ よ,航 空輸送 に関心 を持つ研 究者が,そ れ を前提 に
した具体的で現実 的な研究計画 を立て る とと もに,設 営
側 は船舶 の輸送体 制や国内での 支援 体制 を早急 に見直す
必要 に迫 られているのである.
一マ ットを提案 した.
・　COMNAP憲 章草稿検討 グループから,　COMNAPハ
ン ドブ ックの草稿が提 出 された,
・観光客 の基 地訪 問に関するルールが提 案 された,
この会議は毎年開かれているが,2年 毎のSCAR総会
との同時開催で はない今年 は,設 営 シンポ ジウム もな く,
淡 々 と した ビジ ネス ミーテ ィングであ った.会 議の ち ょ
う ど1カ 月 前 に,ド イ ツ のSCALOP代 表 で あ る
H.Kohnen博士 が急逝 された.同 氏 は これ まで,　COM-
NAP/SCALOPでの 中心的人物の一人で,初 代SCALOP
議長 を務め たこ ともあ る.こ れ までの会議 では建設的 な
意見をたびたび発言 し,会 議の成果 に貢献 して きたが,今
回の 会議 か ら同氏 の姿が見 られない ことは残念 でな らな
い.ご 冥福 を祈 る,
次回のCOMNAP/SCALOPは第25回SCAR総会 ととも
::認:1ン セプションで・1998年7月2°～24日の間 ●
(筆者:国 立極地研究所図書室長)
第38次越冬隊員の家族会開催
現在越冬中の第38次越冬隊員の家族会が,9月19日,
山内会長の呼び掛けにより本研究所講堂で開催された.台
風20号の接近で天候の悪化 も懸念された中,福 岡,仙 台
など遠方からの出席 も含め,19家族37名の多数の参加者
があった,
会は山内会長の進行で,終 始 なごやかな雰囲気に包 ま
れた.
出席家族からは,自 己紹介を兼ねて近況や越冬隊員 と
の通信の 一端も披露された.
極地研か らは,平 澤所長 も出席 して家族へのお礼とね
ぎらいの言葉があ り,また,今春帰国 した山岸夏隊長か
ら夏期鯛 中の越冬隊員の辮 をまじえた夏隊結 事 ●
業 課か ら今後 の 日程や託送品の送 り方 などにつ いての説
明があった.こ の後,記 録映画 「南極観測1997」の上映
を行 い,記 念写真 を撮 影 し,成 田空港 での再会 を期 して
閉会 した,
その他 の トピックス
1.研 究観測 やその設営支援 におけ る国際協 力 はCOM-
NAP　会議 での主要な議題であるが,今 回 はSCARか
ら,　ODP　(海洋掘削計 画)の 南極海 における掘削 に際
して,　COMNAPへ の 協力 要 請 が あ っ た.こ れ は
ANTSTRATが計 画 した掘削 計画 について,南 極 海 の
特殊性 か ら,各 国の南極観測実施 者 に対 して依頼 され
た もので ある.
2.各 国か ら,　COMNAPとSCALOPで のさ まざまな検
討課題 が提案 されている,
・ATCM　XXで 勧告 された南極基地のハ ン ドブ ックに
関連 して,ロ シアが インターネ ッ ト上で の情 報 フ ォ
L.L　、_LLL
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第39次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊
定
常
駅
?
研
究
観
???〜
営
担当分野
隊 長
嫌越冬隊長
電 離 層
気 象
Sp
〃
〃
lt
宙空系
Sp
〃
気水圏系
〃
〃
ク
地学系
〃
ll
〃
〃
り
機 械
〃
Il
〃
〃
〃
〃
通 信
tt
調理
〃
氏 名
澁 谷 和 雄
草 野 健一郎
岸 隆 幸
安 田 毅 彦
吹 田 俊 明
堀 川 和 久
大河原 望
岡 野 章 一
目 木 一 男
坂野井 和 代
山 田 知 充
鈴 木 啓 助
橋 田 元
柏 原 一 律
小 島 秀 康
青 木 茂
海 田 博 司
東 野 陽 子
寺 家 孝 明
矢 田 達
村 松 金 一
半 田 英 男
渡 辺 栄 伸
吉 田 和 隆
正 川 幸 男
山 本 一 彦
加 藤 裕 二
日 下 隆
桐 山 博 志
木 暮 隆 之
吉 田
生 年 月 日
(昭和)
23.5.12
42.10.16
34.7.30
36.4.9
38.7.1
39.5.17
42,3,7
22.4,24
46,3.28
46.6.21
16.1.5
29.1.4
38.11.10
39.1.28
26.6.27
41.8,13
44.8,30
45.5.19
45.12.26
46.6.26
25.6..5
39.1.17
40.4.13
40.5,2
42.1.5
46.12,8
49.1.30
39.3.24
42.10.9
34.12.12
46.9.16
所 属
国立極地研究所南極圏環境モニタリン
グ研究センター(文 部教官教授〉
郵政省関東電気通信監理局
気象庁観測部
気象庁観測部
気象庁観測部
気象庁観測部
気象庁観測部
国立極地研究所研究系
(文部教官教授)
国立極地研究所事業部(信州大学大学院学生)
東北大学大学院理学研究科
(文部教官助手)
北海道大学低温科学研究所
(文部教官助教授)
信州大学理学部
(文部教官助教授)
国立極地研究所南極圏環境モニタリン
グ研究センター(文 部教官助手)
国立極地研究所事業部
(アンリツ株式会社)
国立極地研究所資料系
(文部教官助教授)
国立極地研究所南極圏環境モニ タリン
グ研究センター(文 部教官助手)
東京大学大学院理学系研究科
(文部教官助手)
京都大学大学院理学研究科
(文部教官助手)
国立極地研究所事業部
(総合研究大学院大学数物科学研究科
九州大学理学部
(文部教官助手)
国立極地研究所事業部
(株式会社関電工)
国立極地研究所事業部
(いす"自 動車株式会社〉
文部省大臣官房文教施設部
建設省中国地方建設局
国立極地研究所事業部(
ヤンマーデ ィーゼル株式会社)
国立極地研究所事業部(株式会社大原鉄
工所)
国立極地研究所事業部
(株式会社日立製作所)
郵政大臣官房人事部
海上保安庁警備救難部
国立極地研究所事業部(株式会社東條会館)
国立極地研究所事業部
(株式会社魚鉄)
本 籍
東 京 都
長 崎 県
東 京 都
青 森 県
青 森 県
鳥 取 県
東 京 都
宮 城 県
兵 庫 県
宮 城 県
北 海 道
山 形 県
岩 手 県
新 潟 県
長 野 県
東 京 都
愛 知 県
広 島 県
広 島 県
福 岡 県
埼 玉 県
神奈川県
北 海 道
広 島 県
大 阪 府
新 潟 県
茨 城 県
香 川 県
北 海 道
神奈川県
愛 知 県
隊 経 歴 等
第21次越冬隊
第28次越冬隊
第33次越冬隊
第12次越冬隊
髪20次越冬 隊 ・第27夏 隊
第28次夏隊・第30次越
冬 隊・第34次越冬隊
第27次越冬隊
一5一
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○越冬隊
設
営
担 当分野
医 療
〃
環境保全
設営一般
〃
〃
tt
ク
〃
氏 名
大 野 義一朗
宮 田 敬 博
小 田 幸 男
佐 藤 安 弘
飯 野 茂 光
森 田 知 弥
大 城 智
小 河 宏 之
田 中 照 人
生 年 月 日
(昭和)
31.5.25
36.4.26
28.3.10
22.2.27
22.7.5
30.7.9
31.2.10
39.2.18
46.8.8
所 属
国立極地研究所事業部
(東葛病院)
国立極地研究所事業部
(豊橋市民病院)
電離駿躍灘合)
秋田大学鉱山学部
山梨大学工学部
国立極地研究所事業部
琉球大学庶務部
国立極地研究所事業部
(ミサワリゾー ト株式会社)
国立極地研究所事業部
(日本電気株式会社)
本 籍
東 京 都
鹿児島県
新 潟 県
秋 田 県
山 梨 県
東 京 都
沖 縄 県
群 馬 県
青 森 県
隊 経 歴 等
第27次越冬隊
第23次越冬隊 ・第27
次夏隣 ・第32次夏隊
○夏 隊
?
?
?
?
研
究
観
測
設
営
一. 一..
担 当分野 氏 名 生 年 月 日
(昭和) 所
副隊長 森 脇 喜 一 19,3.25 国立極地研究所研
兼夏隊長) (文部教官助教授. .一. 一一 一....一.
海洋物理 寄 高 三和子 36.3.1 海上保安庁水路部
海洋化学 増 山 昭 博 31,7.19 海上保安庁水路部
測地 岩 田 昭 雄 36.7.10 国土地理院測地部
気水圏系 青 木 周 司 29.10.8 東北大学理学部
(文部教官助教授
〃 町 田 敏 暢 40.1.22 国立環境研究所地
地学系 小山内 康 人 31.11.26岡山大学教育学部
(文部教官助教授
Sl 豊 島 剛 志 34.2.8 新潟大学大学院自
(文部教官助教授
II 大和田 正 明 35.11.22 山口大学理学部
(文部教官助手)
,, 角 替 敏 昭 40.10.5 島根大学教育学部
(文部教官講師)
生 物 ・ 荒 井 修 亮 32.1.30 京都大学大学院農
医学系 (文部教官助手〉
〃 鷲 山 直 樹 35.9.12 国立極地研究所事
(株式会社糠星社
〃 石 川 輝 42.1.13 三重大学生物資源
(文部教官助手).
設営一般 大 谷 雅 彦 33.12.20国立極地研究所事
(飛島建設株式会
〃 黒 沢 健 二 39.2.4 国立極地研究所事
lt 山 本 康 久 45.3.28 国立極地研究所事
(三機工業株式会
〃 福 田 滋 46.11.26国立極地研究所事
(向井建設株式会
〃 葛 西 繁 光 50.12.19国立極地研究所事
(向井建設株式会... ..
属
球環境研究グループ
一. 一.
本 籍 隊 経 歴 等
広 島 県
.
第13次 夏 隊 ・15冬・18冬・
22冬 ・26夏・27夏 ・30夏.一
東 京 都
北 海 道
長 野 県
茨 城 県 第29次越冬隊
埼 玉 県
北 海 道 第28次夏隊 ・
第31次夏隊
新 潟 県 第32次夏隊
山 口 県 第32次夏隊
静 岡 県
京 都 府
北 海 道
静 岡 県
香 川 県
長 野 県
神奈川県
北 海 道
福 島 県
一一
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○夏隊同行者
一 一
区 分 氏 名 生年月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊経 歴等
環 境 櫻 井 洋 一 37.6.15 環境庁自然保護局 静 岡 県
報 道 斎 藤 清 明 20.6.9 毎 日新聞社大阪本社 和歌山県
〃 三 縄 和 彦 42.7.18 全国朝日放送 神奈川県
大学院学生 外 田 智 千 45.7.31 総合研究大学院大学数物科学研究科
(大学院学生)
熊 本 県 第38次観測隊
夏隊同行者
ll 黒 木 麻 希 46.11.5 総合研究大学院大学数物科学研究科 東 京 都
(大学院学生)
交換科学者 Warwick　Crowe 1964.11.2西オース トラリア大学大学院学生 オ ー ス ト
ラ リ ア
○南極条約に基づく交換科学者(米 国 ・マクマー ド基地)
専門分野 氏 名 生年月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
設 営
(設営工学)
石 沢 賢 二 27.9.16 霞羅警所事郷 東 京 都 第19次越冬隊 ・24冬・28夏・32冬・36冬
(越冬 副隊長)
○外国共同観測(中 国 ・中山基地)
専門分野 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 歴 等
超高層物理学
(設営工学)
陸上生態学
巻 田 和 男
星 野 保
21.5.12
39.9.27
拓殖大学工学部
(教授)
通商産業省工業技術院 ・北海道工業技
術研究所(通 商産業技官)
東 京 都
東 京 都
第17次越冬 隊・32冬
(越冬 副隊長)
「講演と映画の会」を開催
南極地域観測事業の意義と成果 を普及するため,9月
15日に鳥取県境港市の境港市民会館において南極観測報
告 「講演と映画の会」が開催 された.当 日は台風19号に
よる強風,豪 雨のなかを約700人の聴講者が会場に集まっ
た.講演は 「南極の自然 と観測隊」と題 し,第37次南極
地域観測隊長の藤井理行教授が,オ ゾンホールの発見や
地球温暖化の要因と考えられている大気中の二酸化炭素
の増加,ド ームふ じ観測拠点での氷床コア掘削の成果な
ど,地球環境を監視する南極観測の重要性を,写 真や図
解により分か りやす く紹介 した, 講演に先だって,地 元の小 ・中学生の代表 と昭和基地
の山内第38次観測隊長 との電話交信が行われ,基 地の当
日の気温,オ ーロラを見た感想,観 測隊員の近況などの
会話に会場全員が耳を傾けた.
会場には吉川国立米子病院長,酒 井鳥取気象台長,高
橋鳥取大学長,宮 内鳥取大学事務局長 らも来賓として出
席し,会 を盛 り上げた.
講演の最後 に記録映画 「南極観測1997」が上映され,
盛会と好評を博 し終了 した.
南極観測船 「しらせ」見学会
国立科学博物館で開催中の 「ふ しぎ大陸 南極展」の
一7一
極 地 研 ニ ュ
.・環 と して,8月30日,31Uの 両 日,防 衛庁の 協力 に よ
り,南 極 観測船 「しらせ」が東京 の晴海埠頭 におい て無
料公 開 された.
30日には,公 開時間 前か らかけつ けた多 くの見学者が
見守 る中,埠 頭 に接岸 し,公 開直前に は数 百人の行列が
で きた.
船 上 では,南 極観測 に関す る写 真パ ネルや,南 極の岩
石や生物 の標 本,「 しらせ」 に搭載 され るヘ リコプ ターな
どが展示 され,乗 組員 にたい して熱心 に質問 をする見学
者の姿 も多 く見 うけられた.
猛 烈 な残暑 に もかか わらず,見 学者 は両 日で,約7000
人 に達 し,南 極観測事 業にたいす る 般 の関心 の高 さを
物語 ってい た,
S-61A型ヘ リコフター
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平成9年10月1日 付 け人事異動
(COE非 常勤研 究員)
坂 田 有希子
採 用
生物学
来訪者
12月3日 ～12月6u　 Dr.　QuEsADA .　A.　 (びわ 湖 研
究 所 研 究 員)
12月3日 ～12月5EI　 Prof.　BASTOS-RAMOS ,　W.　P,
(サ ン バ ウ ロ バ ウ リ ス タ総 合 大 学 教 授)
12月4日 ～12月1111Dr.KAUP.E,(エ ス トニ ア 地
質 学 研 究 所 研 究 員)
'2月㌫ 麟
,1鴇'SHIVAJI・S'(細胞分子生 ●
12月5日 ～2月28H　 Dr.　WADHAMS,P.　 (ケ ン ブ リ
ッ ジ 大 学 ス コ ッ ト研 究 所 リ ー ダ ー)
12月9口 ～12月13U　 Mr.　FERNANDEZ,　 J.　A.　T,
(サ ン チ ア ゴ ・デ ・コ ン ポ ス テ ラ 大 学 理 学 部 大 学 院
生)
12月9日 ～12月13日 　 Dr.　QulNTANAR,　A.　T.　 (サ
ン チ ア ゴ ・デ ・コ ン ポ ス テ ラ 大 学 理 学 部 助 手)
12月19日 ～12月20日 　 Dr.　SPINHIRNE、　J.　D,　 (米
国 航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー 研 究 員)
1月9日 ～1月20日 丁 寧 斌 　(Prof,　CHEONG.　H,)
(釜慶 大 学 校 教 授)
1月15日 一1月17H劉 光11　(Prof.　YOO　KWANG-
IL)(漢 陽 大 学 校 教 授)
1月17日 一1月27U　 Prof.　MARTIN,　S.　 (ワシ ン トン
大 学 海 洋 学 部 教 授)
1月 ・・日 一 ・ 月27H・ ・.HARLEY,・,L.(エ ジ ・ ●
バ ラ大学 リー ダー)
1月21日 一1月25[l　 Prof.　XU.　W.
研 究 けテ教 書受)
ユ月21日 ～1月25日 　 Prof.
研 究 所 教 授)
1月22日 ～1月23日
(中国地球物理
TANG.　K,　(中国地球物理
　　　　　　　　　　　Prof.　ENGEBRETSON,　M.　J.
(オウグスバー グ大学物理学 科教授)
1月31日　 Prof.　BRIGHAM、　L.　(ナバ ル大学教授)
2月3日 ～6月2日 　 Dr,　FRISCH.　T,　(カナ ダ地質
調査所研究官)
2月6日 ～2月8日 　 Prof.　BRIGHAM.L.　(ナバ ル大
学教授)
3月15日～3月23口　 Dr.　ROBERTSON,　G.　(オー
ス トラ リア南極局研究員)
3月16日～3月23日　 Dr,　BOST,　C.　(フランス科学研
究庁生理生態エ ネルギー学セ ンター研究 員)
3月16日一3月23日　 Prof.　BREKKE,　A.　(トロム ソ
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大学教授)
3月16日～3月23日　 Dr,　LE　MAHO,　Y.　(フラ ンス
科学研究庁生理生態エ ネルギー学セ ンター所長)
3月19日～4月9日 　 Dr.　ORLISKY,　O.　(スロバ キ
ア科学 アカデ ミー地球物理 学研 究所研 究員)
3月19日　 Prof.　MOEN,J,　(スバ ールバ ル大学教授)
3月19日～3月25日　 Dr.　HANDRICH,　Y.　(フラ ン
ス科 学研 究庁 生理 生態 エネ ルギ ー学 セ ンター研究
員)
3月19日　 Prof.　BREKKE,　A.　(スバールバル大学教
授)
3月26日～5月25日　 Dr.　KLOKOV,　V,　 (ロシア北
極南 極研 究所 南極 観測隊次長>
3月28日～4月4日 　 Dr.　EROGLU,　A.　E.　(シェ フ
ィール ド大学客員研究員)
5月9日 ～5月20日　 Prof.　DUNLOP,　D.　(トロン ト
大学教授)● 5月26日～6月6日 　 Dr.　TAKAHASHI,　H.　(ブラジ
ル宇宙研 究所研究員)
5月26日～6月6日 　 Mr.　ERAS,　A.　(ブラジル宇宙研
究所技官)
7月1日 ～9月30日　 Dr.　CONDE,　M,　G.　(アラスカ大
学地球物理学研究所助 手)
観 測 隊 だよ り
昭和基地
6月から太陽の出ない極夜が続いていたが,7月15日
に初日の出を迎えた,そ れに伴い越冬後半の野外観測活
動が活 発 に始 まった.生 物部 門で はラ ングホブデ雪鳥小
舎 を拠 点 と した湖沼,海 洋調査,実 験 チ ェンバ ー ・デ ー
タの取得な どの観測が約1週 間かけて行 われ た.ま た,ド
ーム補給 旅行等 に備 えて,Sl6に お いて雪 上車や権,ド
ラム缶の回収作 業 を,基 地 メンバ ーの過 半数 が参加 して
実施 した,7月 の天候 は きわめて安定 してお り,ブ リザ
ー ドも月末 の1回 だ ったこ ともあ り,こ れ らの野外活動
は順調 に行 うことがで きた.し か し,7月25日には一37.2℃
とい う今次 隊の最低気温 を記録 したため,各 種 ポ ンプの
凍結 な どの トラブルが多発 した,
8月 に入って も野外観測 は活発で,生 物部 門 によるス
カルブスネス調査,S16で のスチーム ドリルによる掘削 ・
ケー シング試験,地 震計 テス トな どを行 った,ま た,航
空機 観測で は,氷 状偵察,み ず ほルー トでのエ アロゾル
観 測 などを行 った.南 極 展会場 との インマル電話 による
定 時交信 や画像伝送 は,毎 日の楽 しい話題に なって いる.
ドームふ じ観測拠点
7月8日 には これ までの最低気温 と同 じ一79.7℃を記録
した.8月15日 正午 過 ぎにはオ レンジ色の太陽 が顔 を見
せ,4月26日 以 来の極夜 に終 わ りを告げた.観 測 関係 で
は,浅 層掘 削機器 の組立,エ ア ロゾルゾ ンデ観測,ラ イ
ダー観測 な どが順調 に行 われて い る.車 両の立 ち上 げ は
低温 と冷却 水 ポ ンプの漏れの ため に難航 してい る.こ の
ため,屋 外 か ら基地 への ドラム缶 の搬 入やヘ リウムガ ス
ボ ンベ の移動 は,体 力増強 を兼 ねて引 き続 き人力 で行 っ
てい る,
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10-min.mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meaneloudcover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭和基地
(Syowa:89532)
8月(Aug,)
-18.1
-5 ,7(14日)
-322(1日)
982.3
1.1
64
6ユ
322(12日,NE)
38.3(12日,NE)
6.9
2
9月(Sep.)
-23,6
-8 .4(26日)
-34.8(2日)
988.6
0.5
50
ドームふ じ観測拠点
8月(Aug.)
-67.0
-49.9(18日)
-77.3(11日)
589.5
9月(Sep.)
-64,7
-46.7(27日)
-76.4(15日)
590,7
4,07.07.3
24.3(3G日,NE)10.6(12日,NE)10.9(24EI,SE)
26.3(3日,NE)
4.5
9
12.2(12日,NE)
2.3
17
14.3(23日,SE)
2.4
13
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【極地豆事典】
ア リス(ALIS)　オーロラ多点観測網
AI.ISはスウェーデ ン ・キルナ市 にあ る宇宙物 理研
究所 の光学 グルー プが1989年頃 に提案 した多点の オー
ロラ観測 ネ ッ トワークであ り,　Auroral　Large　Imag-
ing　Systemの頭文字 を取 ってそ の ように呼 ばれてい
る,キ ル ナの研究所 を中心 としたお よそ50km隔たっ
た計14の格子点の無 人観測点か らオーロラの同時撮像
を行い,単 一 地点か らの限 られ た視 野の制約 を緩め,
広 い範 囲に亘るオーロラのイメージ ングを高い時間空
間分解能 で可 能 とし,ま たカメ ラを共通の視 野方向に
向けるこ とに より,ト モグラフ ィ手法に よる オー ロラ
や さらに は極域成層圏雲 などの3次 元位置や構造復 元
を行 うこ とをその 目的 と してい る.
現在,図 の1か ら6の番号 で示 す6地 点 に,右 下写真
の ようなALISハウス と呼 ばれる ドー ム付 きの観 測小
屋 が置 かれ,そ のなか に方位仰 角走査機構 を もつ干渉
フ ィル ター付 き高感 度冷却CCDカ メラシス テム,ス
テーシ ョンコ ンピュー タな らびにハ ウスキー ピングユ
ニ ッ トが装備 されている,カ メラの視野角 は60度ない
し90度で50ミリ秒以 上の積分時 間で1024×1024画素
に16ビッ トの ダイナ ミック レンジで画像 を捉 え,4分
割出力 に よ り読 み出 しノイズの低減 をはかってい る.
カメ ラシステ ムは トラ ンス ビュー タを用い電 話回線及
び高速光 ファイバーに よる計算機 ネ ットワー クを通 じ
て撮 像 な らび にカ メラ方向 やフ ィル ター の切 り替 え,
ハウスキー ピングな どの制御 及び取 得 した画像 の コン
トロールセ ン ターへの転送が な され る,
オペ レーシ ョンソフ トウェアはOPERAと総称 され,
VERDI,　PARSIFAL,　AIDA,　TOSCAなどオペ ラ
に因んだ略称 のシステムコ ン トロー ラーやユ ーザ ーイ
ンターフェースが 開発 されている.こ のシステムによ
りコ ン トロールセ ンターに居 なが らに して多点で の同
時観 測を意の ままに行 え,右 上 に示 すよ うな トモ グラ
フィ画像 組の取得 がな され る.
観測 は9月 か ら翌年4月 の オーロ ラ期 間中ほぼ毎夜
オー ロラを待 ち受 けて続 け られるが,将 来的 には オー
ロラの出現 や天候 な どに柔軟 に対応で きるAIを 応用
した 自動観測 システムの構築が考 え られ てい る,極 地
研究所で は従 来か らステ レオカメラをこの ネッ トワー
クに組み込む形で共 同観測 を行 って きたが,本 年4月
にはALISを用 いたオー ロラ研究 の合意書が交 わ され,
本格 的な共同研究 が始 まっている.
19 20. 21 22 23E
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